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２  論文題名 
「合成樹脂吸着剤の表面改質に関する研究」  
（Studies on the Surface Modification of Synthetic Resin Adsorbents） 
 
３  論文の構成 
 本論文は，以下の６章から構成されている。 
  第 1章 序論 
  第 2章 合成樹脂吸着剤における細孔容積の簡便な測定法の確立 
  第 3章 合成樹脂吸着剤におけるフェノールの不可逆吸着を低減する改質法に関する
検討 
  第 4章 合成樹脂吸着剤とフェノール類の系における最適な吸着速度パラメータ推算
方法の検討 
  第 5章 改質した合成樹脂吸着剤の性能評価とフェノールの吸着におけるテーリング
の低減 
  第 6章 結論 
       













































































 第 5章では 3章の改質がテーリング及び吸着剤内部の分子の拡散速度に及ぼす影響
に関して検討を行った。前述の通り吸着における粒子内拡散係数を測定する際，流
体境膜の影響をどのように除外するかが問題となる。一般的には高速な通液で境膜
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